
５ 学習過程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段 
階 

主な学習活動と予想される生徒の反応 ・指導上の留意点 □評価の観点【評価方法】 

導

入

５

分 

１ 本時のめあてを知る 

Ｔ 

 

 

 

 

Ｔ 

 

 

 

・温度の違う２本のペットボトルを提示

し，なぜ温度が違うのかを生徒に考えさ

せる。 

・保冷バックに入れるのと入れないのでは

温度の上がり方が違うことに気付かせ

時間と温度の関係を押さえる。 

ここに温度の違う２本のペットボトルがあります。２つ
は同じ時間に冷蔵庫から出しました。どちらも同じ温度
だったのに，なぜ片方だけが冷たいのでしょう。 

保冷バックに冷たい水を入れたらどのくらいの間，飲み
物を冷たく保てるのか予想してください。ちなみに人が
冷たいと思う温度は 10℃以下と言われています。 

S １ １つは保冷バックに入れていたのかな。 

＜めあて＞10℃以下に保てる時間を予想しよう 

＜めあて＞10℃以下に保てる時間を予想しよう 

問題 

時間 温度 

20 5.2 

30 5.8 

40 6.5 

50 7.0 

60 7.6 

←時間と温度の関係を知りたい 

【表】 

・温度の上がり方の平均をとった 
・およそ 0.6℃ずつ上がるとみなした 

Ｑどうして予想できたのだろう 
・時間をχ，温度をｙとした 

・温度の上がり方が一定→比例？ 

・グラフの原点を通っていない 

       →  １次関数 

＜まとめ＞ 

温度を時間の１次関数 

とみなして予想できる 

適用問題 

時間 温度 

20 4.8 

30 5.2 

40 5.7 

50 6.0 

60 6.4 

・直線として考えた 
・代表的な２点に絞って 
 直線を書いた 
 

答）100 分 
 

【グラフ】 
 

４ 「主体的な学び」・「対話的な学び」の重点 

【対話的な学び】 

 解決の見通しを持たせた後にグループ活動を設定し，

生徒同士が解決の糸口を見付ることができるようにす

る。誤差を含む値を理想化したり単純化したりする方法

に，対話を通して生徒が気付き，考えの幅を広げ深める

ことができるようにする。 

 

指導内容（新学習指導要領解説編から）

中学校数学科編より 

一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現す

るようにすること。 

２ 本時のねらい 

２つの数量の変化に着目し，予想した方法について問

い直すことを通して，１次関数とみなして問題を解決す

る方法を説明する。 

 

３  

【「見方・考え方」を引き出す発問】 

生活経験から様々な条件を想起し，課題解決に必要な

条件を引き出すようにする。 

 

【「見方・考え方」を鍛える発問】 

予想した値や方法について，自分の考えを問い直した

り，他の考えとの共通点を見付けたりするようにする。 

 

 1 次関数 
【新編 新しい数学２ Ｐ.79～80（東京書籍）】 

14／17 時 
 発問の視点番号 

引①② 鍛❶❷ 



 

展

開 

37

分 

２ 必要な条件を考える 

Ｔ 

 

 

 

 

         
３ 条件を知り，解決を見通し個人で考える 
      
Ｔ 

 

 

４ グループで課題解決する 

Ｔ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５ 全体で確認する 

Ｔ 

 

Ｔ 

 

 

 

  

 

 

 

・様々な条件の中から，課題解決に必要な

条件を引き出す発問を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・誤差を含む値から特徴を見付けることを

押さえてグループ活動に取り組ませる。 

 

・考えがまとまらないグループには70分

の時の値を考えさせるといった，見方を

具体的に示し考えさせる。 

・課題が早く終わっせたグループにはもう

片方の方法で考えさせたり，最初の水の

温度を考えさせたりする。 

 

 

 

 

・表，グラフでの求め方を確認し，答えを

予想できたことを確認する。 

・表，グラフに共通していることを考えさ

せ，一定の上がり方に着目させ，１次関

数の関係を生徒から引き出す。 

・誤差の関係から求めた値が違う場合もあ

るが，１次関数を用いて答えを予想して

いることを確認する。 

・式で表すこともできることに触れる。 

数学的な見方や考え方 

 具体的な事象のなかの２つの数量の間

の関係を１次関数とみなして，問題を解

決する方法を説明することができる。 

 【発表・ノート】 

終

末 

８

分 

６ 適用問題に取り組む 

 

 

７ 本時の学習を振り返る 

Ｔ 

 

 

 

・１次関数とみなすことを確認する。表，

グラフのどちらかを使って課題に取り

組ませる。 

・学習したことと同様の解き方ができるこ

とに気付かせる。 

・ねらいを振り返らせ，気付いたことや新

たな発見，疑問等，具体的な感想を取り

上げ，次時への意欲を引き出す。 

今日の課題は解けましたか。気付いたことを書きましょう。 

Ｓ14  １次関数とみなせば日常生活の問題も答えを求めるこ

とができることが分かりました。 

冷たい状態を保てる時間を求めるのにはどのよ 

うな条件が必要ですか。      ［引①②］  

S 2 最初の水の温度が知りたいな。 
S 3 １分間で温度が何度上がるのか分かったら考えられる 

かな。 

保冷バックには説明書が入っていました。これを基に気

温が 30℃の時に，水が 10℃以下に保てる時間を考えま

しょう。 

与えられた条件を基に特徴を見付け，表もしくはグラフ

を使ってグループで答えを予想しましょう。 

Ｓ 4 温度の上がり方がばらばらだけどどうしよう。 

Ｓ 5 確かに温度の上がり方がばらばらだけど，平均をとっ

てみたら 10 分で 0.6℃ずつ上がったよ。 

Ｓ 6 およそ 0.6℃ずつ上がるとみなして，10℃になるまで

表を書いてみよう。 

Ｓ 7 ぼくはグラフを書いて考えてみよう。 
Ｓ 8 時間と温度の点を打っていくと，ばらばらだけど，直

線にして考えていいかな。 

Ｓ 9 代表的な２点に絞って，その２点を通る直線を書いて

みよう。 

なぜこのようなグラフや表を書くことができましたか。 

Ｓ10 時間と温度をχとｙとして，関数として考えたから

です。 

Ｓ11 温度が一定の上がり方をしているから比例です。 

Ｓ12 でもグラフをみると，原点を通っていないから比例

ではないと思います。 

Ｓ13 時間と温度を１次関数とみなして答えを予想してい

ると思います。 

最初に出された条件だけで，なぜ答えを予想す 

ることができたのでしょう。   ［鍛❶❷］  


